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コロナパンデミック以降の⽇常



VS

オンラインサービスの画⾯
（⻄別院の場合）

通常時の本堂



浄⼟真宗のご本尊



夜に名前を呼ぶ様

⼤声で知らしめる

われ仏道を成るに⾄りて、名声⼗⽅
に超えん。究竟して聞こゆるところ
なくは、誓ひて正覚を成らじと。
重誓偈

超⽇⽉光を放ちて塵刹を照らす。⼀
切の群⽣、光照を蒙る。本願の名号
は正定の業なり。⾄⼼信楽の願（本
願）を因とす。
正信偈
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いまこの観経のなかの⼗声の称仏は、すなはち⼗願
⼗⾏ありて具⾜す。いかんが具⾜する。「南無」と
いふはすなはちこれ帰命なり、またこれ発願回向の
義なり。「阿弥陀仏」といふはすなはちこその⾏な
り。この義をもってのゆえにかならず往⽣を得。
（『観経疏』善導⼤師）

しかれば、「南無」の⾔は帰命なり。…「帰命」は本
願招喚の勅命なり。「発願回向」といふは、如来
（阿弥陀仏）すでに発願して衆⽣の⾏を回施したま
ふの⼼なり。「即是其⾏」といふは、すなはち選択
本願これなり。「必得往⽣」といふは、不退の位に
⾄ることを獲ることを彰すなり。（『教⾏信証』）



『華厳経』の偈に説かれている通りであ
る。「さまざまな⾏を修める菩薩を⾒て、
善い⼼をおこしたり善くない⼼をおこした
りすることがあっても、菩薩はみな摂め
取って救うであろう」（『教⾏信証』）


